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「施工条件・範囲リスト」（標準モデル）使い方（フロー図）

⑤協　議

専門工事業者

「施工条件・範囲リスト」（標準モデル）
※見積依頼書と見
積書の双方に設
計図書・仕様書
等とともに別紙
として添付する

指示内容に疑義のある
場合には質疑を行う

質疑応答
（見積条件内容確定）

見積提出

見積依頼

契　約

総合工事業者

1.せき板（型枠用合板）
2.桟木
3.緊張材（丸セパ・フオームタイ等）
4.支保材（単管・サポート等）
5.工具・器具

1.面木・目地棒・欠込み材
2.釘・番線
3.取付け金物類
4.打込み材

1.下拵え・加工
2.組立て・取付け
・水平振れ止め建入れ直し用アンカー
・型枠保持金物
・打設コンクリート天端レベル出し
・型枠工事の跡片付け、清掃
・基礎法面型枠
・階段踏面型枠
・窓台型枠
3.コンクリート打設中
・コンクリート打設中の立合い
4.型枠解体・釘仕舞・整理
・サポート補強
・型枠材の搬出
・解体後の清掃
5.型枠脱形後
・型枠不良による手直し
6.型枠運搬専用の開口部等の設置・復旧

1.荷揚（荷揚げ用機器への積込、
積下ろし手間）

2.荷揚用機器（組立・解体・損料・
使用料・オペレーター費用）

3.材料等の場内水平小運搬
4.材料等の現場搬入
5.支給材の小運搬
6.貸与機械の有資格者の配置
1.型枠組立・解体に使用する足場・
構台・桟橋・梯子等の架設

2.ローリングタワー（組立・解体・移動）
3.足場等の盛替
4.高所作業車

1.基準墨
2.型枠建込み用小墨出し
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1.指示欄は総合工事業者、確認欄は専門工事業者が使用する。（○印＝見積に含む・条件内、×印＝見積に含まない・条件外）
2.上記項目以外に必要な項目については、適宜記入し、使用する。
3.特に双方の協議・確認が必要な事項については、別途協議・確認事項欄に項目を記入し、使用する。
4.（ ）内には具体的な内容を明示し、使用する。

凡
例

1.施工中の養生
2.元請への引渡前清掃
3.検査引渡後の養生

1.建設廃棄物の場外搬出・処分に係る費用
2.梱包材・発生材の場内指定場所への集積
3.作業終了後の片付・清掃　

1.型枠組立・解体用簡易足場材
2.揚重・高所作業用機器
3.揚重玉掛け用具
4.水平運搬用台車

1.躯体施工図
2.型枠下拵え図
3.組立・割付・加工図
4.施工要領書
5.作業標準書
6.荷揚計画

1.自主検査・検査立会

1.作業保護具
2.安全パトロール
3.揚重の合図・玉掛け
4.型枠工事の組立・解体中の立入禁止処置

1.作業時間（ ：　　～　　：　　）
2.工事用電力・給水設備の使用料金
3.現場詰所・資材倉庫等仮設物
4.作業員通勤車両の駐車場使用料
5.必要な場合の作業員宿舎
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見積依頼時

リストの指示欄
依頼する工事内容に
・含める場合（条件内）：○印
・含めない場合（条件外）：×印

指示
○
×

確認
範　囲

見積時

リストの確認欄
依頼事項を見積に
・含める場合（条件内）：○印
・含めない場合（条件外）：×印

指示
○
×

○
×

確認
範　囲




